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　ピューリタニズムという用語程，複州にして多岐にわたり，明燧な定義を下しがたいものは少な
いであろう．クリストフア・ヒルの言うように，ピューリタニズムを，「教会政治に於けるピュー
リタニズム」,．「宗教に於けるピ５－リタニズム」，「国家に於けるピューリタニズム」，「道徳に於け
るピューリタニズム」の四つの型に分類したとしても，右派の長老派主義から左派のクエーカーに
至るまでの，すべてのピエーリクンにそれぞれ明確な定義を与えることは困難であり，たとえそう
したとしても無益であろう．しかし，大木英夫氏が『ピューリタニズムの倫理思想』の中で説明す
るように，ピューリタニズムを，インターナショナルCalvinismかAnglicanismとの闘争の過
程に於て英国風土に土着化した，一種のProtestantismである（1）と，一応，漠然とながら定義し
ておいて，そこから，この主題，『ジョン・バニヤンとピューリタニズム』を考察してみたい．
　従･つて，序論に於ては，バニヤンの魂の最も赤裸々な記録である・Ｇｉ'ｄｃｅ　Ａｂｏｕｎｄｉｎｇ　tｏ£JI･･ｃ
Ｃ削げｏｆ Ｓｉｎｎｅｒｓ(1666年）とバニヤンの最高の文学作品である・Ｔｈｅ Ｐｉｌｇｒimｓ Ｐｒｏｇｒｅｓｓ(1678
年）との相関関係及びそれぞれの意義について簡単に論じ，本論に於ては，ピューリタニズム一般の
特質とバニヤンの個人的信仰上.の特屑Jとを対比させ，更に，その特色がどの様にＧｒａｃｅ Ａｂｏ･,．。Ｔｉｄｉｎｇ
の中に見られるかを出来る限り具体的に検討し，最後に結論として，この様なバニヤンのピューリ
タニズムの本質をに彼と同時代の清教徒詩人ミルトンのそれと対照させることにより，幾分でもこ
の論文の目的に適うものとしたい．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　序　　　　論
　一般的な見解ではあるが・Ｔｈｅ Ｐｉｌｇｒim　ｓＰｒｏｇｒｅｓｓは莫国小説の親達に於て，Ｇｒａｃｅ Ａｂｏｔtｎｄｉ。･l.ｇ
は英国ピューリタニズムの発展に於て，それぞれ重要な意義を有しているｰ Ｇｒａｃｅ　Ａｂｏｕｎｄｉｎｇは
バニヤンの入獄中, 1666年に獄中から世に送り出された．当時，非国教会派の伝道者達は，自分が
如何にして入信し，そして伝道者としての使命感を抱くに到ったかを告白する文章を書くという風
習を持っていた．それによって，たとえ大学の神学部を卒業していなくても，自分の伝道者として
の使命は，自分の恣意によったのではなく，神の召命によったのであることを主張した．バニヤン
もこのSpiritual Autobiographyの伝統に倣って・Ｇｒａｃｅ Ａｂｏｕｎｄｉ・1gを書いた．この意味で，こ
れは彼の信仰告白書
序文の中で，｢この述懐に用いたよりはるかに格調の高い文体を試みること乱すべてを現在以上.に
飾ることもできた筈であるが，私はそれをやらない｣(2'と言い，厳粛な体験を｢平明簡単に，あり
のままを語るべきである｣(3J･と記しているか，これは当時の英国国教会牧師の極めて修飾的な文体
と対照的な，井国教会派伝道者の文体の特瀧を示すものである．しかし，バニヤンの場合，そのイ
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メージの豊かさ，鮮烈さは他に類を見ない．誘惑は誘惑者の姿を取り，耳元にささやき，時には彼
と綱引きをする．聖書の語句は彼をなぐり倒したり，彼の肩を叩いたり，睨んだり，ほほえみか
けたりする．バニヤンの深い宗教体験か，ありのままの姿で読者に提供される．その鋭い内省に於
て，当時の数多い類轡を抜き，現代性を具えていて，バニヤンの全著作の基調をなす．
　個人の救いに関して個人的責任を負うことが，そもそもの始りからプロテスタント信仰の伝統で
あった．ここで，ピューリタンのSpiritual Autobiography について敷術しておこう. William
HallerのＴｈｅ Ｒｉｓｅｏｆｌ）『itani.'))バこよれば，当時のピューリタン迎動は, 1590年以後説教運勁に
変化してきた．この時，説教者達が弁証法的武器として用いたのば，カルヴィンのPredestination
　（予定説）の教義であった．予定説は，①人間の完全な堕落と，②一方的な神の賄い（選び）を基
礎条件とするものであるが，ピューリタン達は強烈な内省により彼ら自身の魂の中にこの予定説の
法則が働くのを観察しつづけた．というのは，回心どいうものは，突然の変化によるのではなく，
明確な段階を経て漸次的に成就されて行くものと，考えられていたからである．そして，この自己
省察による，救いのパタンは同じであっても，魂に於ける恵みの徴候は人により異るものであり，
ここに研究と比較か必要となってくる．そこでピューリタン連は，個人的体験に基ずいて自叙伝や
日記を書き印刷するようになった．やがて, 1640年から1660年の，清教徒革命という宗教的興５の
時期に，このSpiritual Autobiography にも新しい展開か成される．非国教会派の牧師達は，概し
て，無教育な者達であったので，彼らの魂に恵みの業が行なわれた事を具体的に例証することによ
り，自分達には聖職者として特別な神の召命があったことを主張し正当化しようとした．従って彼
らの自叙伝は，それまでの人々のものよりも，一層，遠慮がなく，内省的で，心理的具体性を増し加
えた．　こうして，十七世紀のピューリタンの説教者連比より着手されたSpiritual Autobiography
はRichard Baxter のそれに於て最高点に達し，ここにHagiography (聖徒文学）なるものか確
立される．しかじ, Roger Sharrock が言っているように，内省の完璧なまでの誠実さと，その文
体の素朴簡潔さという点では，バニヤンのＧｒａｃｅ Abnu７ｌｄｉ７１ｇ･に及ぶものはなかった．『それ故，
　TＧｒａｃｅ　Ａｂｏｕｎｄｉｎｇ』は，日常茶飯事の事柄の背後に見られる摂理を非凡な方法で巧みに用いて
’いるという理由で，ピューリタンのSpiritual Autobiography の中で最高の傑作である.」（ｏ
　さて次に，ＧｒａｃｅＡｂｏｔ・.ncliｒic;の内容について概観する．バ二ヤンの精神的成長は，次の六段階に
分けられると思う．①若い妻によって信仰に党醒され，国教会の教会に通い出した（§15－§16).
②ベドフォードの町で，数人の非国教会派の婦人達から信仰の話を聞き，神による選びが自分にも
必要であると，痛感する（§37－§40).③John Gifford 牧師に会い，その指導宜しきを得て，著
しい精神的成長をとげる（§77－§125).宗教的偉大にはよくあることだが，ギフォード師との出
合いは，バニヤンの信仰の根底を成すものであり，言わば，バニヤンの信仰は，ギフォード師から
の教えの実践であったとも言える．ギフォード師の教えとは，聖摺:と聖霊の真理によってのみ神に
従うということであった．ギフォード師についてバニヤンは次のように回顧する．「彼は，私達が
如何なる真理と言えども，この人あの人，その他罰からであろうと，うのみにすることなく，神が
その御辺と聖き御言によりその莫理性を私逮に確信せしめ，その中に私達を置いて下さることを切
に叫び求めるべく，格別の注意を払うよう促した」（§117).この教えは，バニヤンがその後牧師
としてlll分の信仰生涯の勝利について出した結論と,‘全く同じであることから判断して;　ギフォー
ド師はバニヤンの恩師である．「と言うのは，私力福かだと思い，経験によって判ったのは，私か
御言とキリストの霊とによって教えられたことの内容に，もっとも健全でゆるぎない良心が，それ
を語り主張し堅く守っても決して恥とはならない，ということであったからである」（§285).
④ＧｒａｃｅＡｂｏｉｍｄｉｎｇの中で最も大帝いスペースを占めるのは，バニヤンの受けた誘惑の体験であ
る（§127－§228).この事は，逆説的な見方をすれば，バニヤンの受けた神の恩寵が大きかった
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ことを示すものであり，バニヤンの宗教体験の深さ，良心の真実性，感受性の鋭さを示すものであ
る．殊に，誘惑者に誘惑され，キリストを売ったと思い込み，絶望の泥沼に陥り，自分の罪とダビ
デやユダやエソウの罪と比較して苦しみ続ける姿は，罪に対するバニヤンの感受性の鋭さが常識の
域を脱していたことを物語る．「このように，誘惑者の不思議で異常な攻撃によって，私の魂は難
破船のように風に吹き流され，時には失望のどん底へ真逆様に投げこまれた．（一部省略）　けれ
ども，どう願おうとどう思おうと，私は全く岩に叩きつけられ，粉々に打ち砕かれ引き裂かれるの
であった．ああ！自責のあまり全く絶望に陥ったために引き.起された，思いもよらない空想と驚き
と恐れと不安！」（§186).⑤終に，バニヤンは自分の能力ではなくキリストの義によってすべて
の誘惑に勝利し，キリストとの合一に到達する（§229－§234).「これによって，キリストを私の
義として信じる私の信仰はいっそう固まった．と言うのは，もしキリストと私とがーであるならば，
彼の義は私の義であり，彼の功は私の功であり，彼の勝利もまた私の勝利なのだから」（§133).
このキリストとの合一の体験はバニヤンの宗教体験の深さを示している．これか観念的なものとし
てではなく，体験的に把捉できている点に，私達は敬服せざるを得ない．しかし同時に，シャーロ
ックの指摘するように，「バニヤンの主要な関心は，神との合一にあったのではなく，救いそれ自
体にあったのであり，この点でバニヤンは神秘主義の部類に陥っていない」（5）ことをも見逃しては
ならないと思う．⑥こうして義とされ聖なるものとされたと確信したバニヤンは，当然の帰結とし
て，伝道者の生涯を歩むに到る（§265-§305).
　次に・Ｔｈｅ Ｐｉｌｇｒim’ｓProgΓεおの意義について簡単に触れてみたい．前述したように, TIlR
Pilg1ふぶｓ Ｆｒｏｇｒｅｓｓは英国小説発達の端緒をなすものである．バニヤンは，やがて英国社会を担
うことになる庶民の階級であるmechanic (職人）の階級に属していた．従って，バニヤンはやが
て庶民の文芸形式となるNovelの発端に立つ人と解することができる．この点に関してArnold
Kettleは，「私達は，十七世紀の英国の革命の意義と重要性を理解せずしては，英国小説の興隆を
理解しえないであろう．人間社会の大変革が人間の意識を変化せしめ，人間の社会関係のみならず
その人生観，その哲学，その芸術をも変革せしめるのである」（6）と述べ，ピュ,－リタン革命と英国
小説の興隆の密接な関連性を指摘している. Ian Watt も Tlic Riｓｅｏｆ　tｈｅＮｏｖelで，十七世紀
に発生した新しいジャンル，ノベルはリアリズムを中心とし，人間経験の凡ゆる多様性を描くこと
を旨とし，一般性よりも個討匪，普遍性よりも特殊性をｍんじ，庶民の簡単明瞭な散又体で轡かれ
るところに，その特徴を有し，十八世紀のRichrdson, Fieldingに於て確立されるのであると述べ
ている（7）.J以上の事柄から，英国小説とピューリタニズムは不可分の関係にあることが判る．シャ
ーロックが，「今日，読者はその物語（Ｔｈｅ Ｐｉｌｇｒim　ｓl）,。>gress)を今までとは全く異った慣例か
ら見るようになり，十八世紀に出現する，日常生活に関するあの偉大な小説群の先駆と見倣し始め
ている」（8’と言っているのは，卓見であろう．続けて，シャーロックはRichardson, Fieldingの
作中人物とバニヤンのそれとの命名法の類似点を列挙している．彼によれば, ClaΓむｇのLovelace
やFieldingの小説（Ｔｏｍ Ｊｏｎｅｓ）のMrs. HonourやHeartfreeやAUworthyは，バニヤンの
Madam Wanton やGreatheartやValiant-for-Truth等を思い出させるものである. Bunyan-
Def ore-Richardsonの系譜（私はこれにJoyceも加えて良いと思うのだが）は，英国小説の一つ
の流れ，内省文学の流れを形成し，現代小説にまで及んでいると思われる．
　Tile Pilgｒi･ｍｓ Ｐｒｏｇ･ｒｅｓｓが今日に到るまで英国に於て聖書につぐロングセラフとして多くの読
者を獲得している理由の一つは，キリスト教の深遠な真理を具体的な事柄を以て，明確に描いてお
り，その作中人物はみな肉を装い，血が通ったリアルな人物である点である．バニヤンはこの書の
中で現実の宗教生活をAllegoryを用いて的確に描いている．シャーロックの言葉を借りると，「キリ
スト教教義の伝統的説明を含むアレゴリとしてこの書を読むことか可能である」印・Ｔｈｅ Ｐｉｌｇｒiiぶｓ
乃･。>gressはLanglandのＰｉｅｒｓ ＰＩＯＴりｍ.ａｎやSpencerのＴｈｅ ＦａｅｒｉｅＱｕｅｅｎｅ等の，中世‘以来
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の道徳劇の伝統を踏むものである．しかし，バニヤンの執筆の意図は，その序文に述べる如く，聖
書の福音の真理を暇つぶしに思いつくままに書いたものであり，よるべなき者を慰めるためであっ
た．即ち，「この書は気力なき者の心をも奮いたたせる言葉で轡かれている」(10)のである．作者バ
ニヤンの創作の意図が奈辺にあったにせよ，今日TJie Pilgｒi?ｓ Ｐｒｏｇｒｅｓｓは文学的混成物（“a
literary hybrid”）という，まどろこしい結果を持つに到る程，多様な憲義を含んでいる．
　Ｔｈｅ ＰｉｌｇｒiiぶｓＶｒｏｇｒｅｓｓとＧｒａｃｅＡｂｏ。idinglとの結びつき(linking)について考えてみた
い．「バニヤンの労作は六十冊であり，彼の生涯も六十年であった」とは，バニヤンの最初の編集
者であり，伝記作家であったChar】es Ｄｏｅの言葉であった．バニヤンの六十冊の著作の中で，こ
の二冊が最も代表的な作品であり，この二附を抜きにしてはバニヤンを論じることは不可能であろ
う．そして，この両作品の間には多分に類似した点が見うけら,れ，何らかの相関関係がありそうな
のである．然るに，今日バニヤン研究の最高権威である, Roger Sharrock でさえ，次の様に言っ
ているだけであって，両者の相関関係について詳らかにしていない．「ＧΓαｃｅ Ａｂｍし･ndiiigの作風
か発展させられて・Tirｅ Ｐｉｌｇｒini　ｓP7-ｏｇｒｅｓｓの成熟した，より実質のある散文になった.」(11)又
　「ＧｒａｃｅＡｂｏ･tｍぶJigに於て，自分の内的生活の恐怖と喜悦を伝えるために，自分の想像した内容
を明瞭な形に形成したので，バニヤンは・Ｔｈｅ Ｐｉｌｇｒi･,･ぶｓＰｒｏｇｒｅｓｓを執筆するに当っては彼の精
神的オデッセイを寓話に頴訳しさえすればよかった.」(12)
　この，両作品の結びつきという問題に関する，私の試論を少し述べてみたい．バニヤンの入獄期
間は，①1600年-1672年の十二年間，②1677年の前半の半年間，であったことは一般に認められて
いるところである，　Ｇｒａｃｅ Ａｂｏ。ｉｄｉｎｇが出版されたのが1666年，　Ｔｈｅ Ｐ･ilgｒｖｎ八Ｐｒｏｇｒｅｓｓ　ｉｆｉ出
版されたのが1678年であることから，バニヤンの執筆期間は，前者が第一回の入獄期間の前半，後
者が第二.回の入獄期間中であると一般に考えられているが，私は，両者とも第一回の入獄期間中の
前半（後者は第二回の入獄中に出版できるように整えられた）に書かれたのではないかと考える．
The Ｐｉｌｇｒim’ｓＰｒｏｇｒｅｓｓの様な労作が，わずか半年の入獄期間中にあの様にリアルに描かれると
は考えられない.　Ｔｈｅ　Ｐｉｌｇｒi･，･ぶｓ　Progressの序文でバニヤン自身が，「はじめペンをとってこの
ように豆にうとした時，思いもよらなかった，さざやかなこの書をこんな形にしようとは．いや，
私は別のものを書いていたのだが，それが出来上ろうという時に知らぬ中に，こちらを拙:き始めて
いた」と弁明している．更に続けて，「それはこうだ，この私達の福音の時代に於ける信徒らの道
と馳場とについて書いている中に突然，彼らの旅路と栄光への逆とに関して二十にあまる事柄につ
いての響話を思いつき，これを書きとめた．すると，更に二.十も思い浮び，それが一層ふえ始め
た．あたかも炭火からはね上る火花のように．いやそれならと私は考えた．おまえ遥かそんなにど
んどんふえて行くなら，おまえ達だけをーまとめにしよう」と，執筆の動機を明らかにしている．
この弁明から次の二点が解る．①最初，キリスト教信者が天国に行くまでの巡礼について書いてい
た．②その天国への旅程に関する，合計四十にあまるアレゴリを思いついたので，それらを茲礎に
してThe PiJ.g7-HII.’ｓ ＰＩ･ｏｇｒｅｓｓを書いた．そこで・Tlie Pilgｒim ｓ Ｐｒｏｉｉｒｅｓｓ執筆の動機となり，
アレゴリを使わないで書かれ，クリスチャンの天国への旅程を書いた本と言えば，バニヤンの死後
発表されたＴ/ｉｅ ＨｅａｖｅｎｌｙＦｏｏtｍａｎ(1698年）という説もあろうが，Ｇｒａｃｅ　Ａｈｏｕndii。ｇ以外に
は考えられないのではなかろうか．寓話物語である　The　l）ilgｒi･?ｓ　Ｐ?･ｏｇｒｅｓｓが自叙伝である
Ｇｒａｃ：ｅＡｂｏｉｍｄｉ７ｉｇから生れて来たとｲ言すべき根拠は幾つか見受けられる．
　先ず，文体について言及すると，両作品とも聖個:の章句をふんだんに使用し，平朗面潔な文体
で書かれている．両作品に見られる文章にはほぽ類似したものが多い．例えば, The　l）ilgｒim! ｓ
Ｐｒｏｇｒｅｓｓ　の有名な書き出しの言葉，“As　J　walked through the wilderness of this world, I
lighted on ａ certain place. where was ａ Ｄｅ皿; And I laid me down in that place to sleep :
And as l slept l dreamed ａ Dream” は， ＧｒａｃｅＡかｏｉｍｄｉｕｇヽの§187の文章と，その又体に於
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てビジョンに於て，ほぽ同じである.“So one day l walked to ａ neighbouring Town, and sate
down upon ａ　Settle in the Street, and fell into ａ very deep pause about the most fearful
state my sin had brought me to ; and after long musing, I lifted up my head, but methought
l saw as if the Sun that shineth. .バ’次に，登場上人物について言えば，主人公のクリスチヤ･ン
はバニヤン|?|身であり，伝道者は恩師ギフォード師であり, Prudence, Piety, Charityはベドフォ
ードの街で出会った貧しき婦人達であると言ってよかろう．両作品の最大の共通点は，罪人か罪を
自覚し回心し霊肉の葛藤を経た後キリストの義により罪を許されて救われるという，救済の物語に
ある・Ｇｒａｃｅ　Ａｂｏｕｎｄｉｎｇで八ニヤンは長い罪の苦しみから彼を救い神の恵みを得しめたのは，キ
リストの義であると強調している．「けれども，ある目，私が原野を通って行くと，私の良心は，
すべてが正しくないのではあるまい,かと怪しんで，時々いためつけられたが，突然，『あなたの義
は天にある』という聖句が私の魂に臨んだ．同時に，私は魂の目で神の右に坐っておられるイエス
・キリストを見たように思った．そこに私の義があったのだと言える」（§229).一方，キリスト
者と有望者が. The Pilg･ｒim ｓ Ｐｒｏｇｒｅｓｓの最終部にある「魅惑郷」に来た時，長かった巡礼の旅
路を回顧し.て語り合う件りがあるが，これは　Ｔｈｅ Ｐｉｌｇｒi?ｓＰ印ｇｒｅｓｓの圧巻とも言えよう．こ
こで，有望者はバニヤンがＧｒａｃｅ　Ａｂｏ。ｉｄｉｎｇで言っているのと同じ信仰的内容を強調している.
　「私は彼の御人格の義を，又彼の血による罪の壇いを求かべきであり，父の律法に従い，又その刑
罰に服して成し給いし事は，彼自身のためではなくて，己が救いのためにそれを受け入れて感謝す
るもののためである，かくて私の胸は喜びに尚ち，目は涙に溢れ，私の愛情はイエス・キリストの
御名とその誠めとに対する愛で溢れました」(13)以上.の様に，Ｇｒａｃｅ Ａｂｏａｎｄｉｎｓ.とTll£Ｐｉｌｓｒｈｎ　ｓ
7）z･ogressの関係は大変密接なものかおり，興味あるテーマである．この論文の主題ではないので，
これ以上は別の機会に研究することにして，次に，本論に移りたい．・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　本　　　　論
　バニヤンの信仰とピューリタニズムについて論じることか，この論文の目的であった．ピューリ
タニズムの，信仰上の特徴は，カルヴィニズムから継承した，①Predestination (予定説），
②The Depravity of Man （人間の堕落），③The Irresistable Grace　of God （神の恩寵ﾉ，
④The Authority of the Bible （聖書の絶対性），そしてピューリタニズム独特の神学である，⑤
The Covenant Theology （契約神学）の五項目と言われている．以上これらの，ピューリタニズム
の五項目か，バニヤンの中に，殊に１ Gi"ａｃｅ　Ａｂｏｔｍｄｉｎｉ’の中に，どの様に見い出|されるか，順を
追って検討して行きたい．
　先ず，予定説の問題について考えてみる. Herbert Grierson は,･Cross Currei心油.Ｅｎｃｌｉｓh
Li£ｅｒａtｕｒｅｏｆ the Ｓｅｖｅｎtｅｅｎ仙．Ｃ・１£ｔ｡ｒｙの中で，バニヤンか信じていた信仰を，①Election (神
の選び），②Effectual Calling （有効的召命），③Imputed Righteousness （キリストの義の付
与），④The Perseverance of the Saints （聖徒の忍耐）の四項目であるとし，人間に対する神の
道の正しざを実証する際にミルトンにとって最も重装な原理となっだFree Will" (自由憲志）
は，バニヤンにとっては最高の異端の教義であったといっている「U)確かに・Ｇｒａｃｅ Ａｂｏｕｄｉｎｇ
に於て特珊」強調されているのは，予定説に起因する，救いの型である．ハーラーはこの救いの段階
を，①Election (神の選び），②Vocation (召命），③Justification (信仰義認），④Sanctification
　（聖別），⑤Glorification (栄化），の定型に分類している(15)ところで，そもそも，このハー
ラーの分類の出て来る根拠は，ロマ書八章二十八節から三十節の聖句に於ける選びのパタンであ
る．即ち，「神は，神を愛する者たち，すなわち，ご計画に従って召された者たちと共に働いて（一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　-
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部省略）そして，あらかじめ定めた者たちを更に召し，召した者たぢを更に義とし，義とした者た　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　_　　_
ちには，更に栄光を与えて下さったのである.」この聖句を分解すると，予定説による救いのパタ
ンは，①Calling (召命），②Justification (信仰義認）,’③Ｇ!orification (栄化），の三段階にな
る．これは，丁度，バニヤンがＧｒａｃｅ Ａｂｏｕｎｄｉｎｇの表扉で，①回心の次第，②罪の自覚で悩
み，サタンの誘惑に苦しんだ後キリストに救われたこと，③宣教への召命，の三点に自分の精神
的自叙伝を前以て分類しているのに，相当する．従って，救いという面から見るならば．　Ｇｒａｃｅ
A.botロidｔｉｉｇは，①Callingを第一段階（§1～§77),③Justificationを第二段階（§78～§264),
③ＧＩＯ?lcationを第三段階（§265～§370)とする，予定説の法則がバニヤンの生涯にも働いた
ことを実証するSpiritual Autobiography であると，考えて差し支えないであろう．
　次に人間の堕落という問題について考えてみたい.　Ｇｒａｃｅ Ａｂｏｕｎｄｉｎｇを読んで誰もが痛感する
ことは，何故かくまで人間を罪悪視する必要があるのか，という点であろう．例えば，バニヤンが
赦されざる罪のことを河度もくり返して語るので，読者は彼が何か不倫の関係にでも陥ったのか
と想像せざるをえなくなるであろう．しかし，バニヤン’にとっては，人間とは魂の奥底まで罪深い
者なのであろう．バニヤンの最初の罪意識は，聖日を破って教会への出席を休んだ程のものであっ
た．「私は罪の意識とはいかなるものかを，そのとき知ったのであり，今でもそれをありありと党
えている．しかし，その時は罪の意識にひしがれ，説教か終ると，私は心に大きな重荷を背負いつ
つ家路についた」（§20）と，罪の意識について述懐している．ところが聖書を歴史書からパウロ
書簡へと熟読するにつれて，良心はますます鋭敏になり罪の憲識が強烈になった．「しかし，この
間も，罪を犯すことについては，この頃程小心翼々としたことはなかった．私はピンー本，わら一
本にさえ手を触れようとはしなかった．私の良心は痛みやすくなり，ちょっと触れても，ひりひり
痛むほどだったから」（§82).
　しかし，バニヤンは，この罪の意識はキリストの血による以外には消えないのだと，信じるよう
になる．「そして私は，自分の悪しき様を見，感じ，恐れることによって，苫しみ，もだえ，悩ん
だが，この感党か心の中から失せるのを恐れた．という･のは，もし罪の意識が正しい方法，すなわ
ち，キリストの血によって取り除かれるのでなければ，人は心の悩みが消えると，良くなるどころ
か，かえって悪くなるということを私は知ったからである．それで，私か罪悪感に打ちひしがれる
時は，キリストの血がそれを取り除いてくださるように叫び求めた」（§86).それにも拘らず，罪
の意識がますます鋭敏になり，遂には，自分はキリストを売ったのではあるまいかと，バニヤンは
苦悶する．「ある朝，私は寝床で，例の，キリストを売り，縁を切ってしまえ，という試錬に激し
く襲われた．「売れ，売れ，売れ」という邪悪な示唆広絶えず心の中に，これ以上早く･は言えな
い程の早さでくり返され，それに対し私は心の中で前の時のように，『いな，いな，世界を河干，
何万倍にして，それと引き替えてもいやだ』と，少くとも二十回はたてつづけに答えた」（§139).
　そして，この罪の憲識を，赦されざる罪による苛責ではないかと，バニヤンは考えるようにな
る．「それで私は私のこの悪しき罪は赦されざる罪（それについて，主か同じ箇所で，『しかし，
聖霊を汚す者はいつまでも赦されず，永遠の罪に定められる』と語られた，あの罪）ではあるまい
かと思った」（§148).それのみならず，バニヤンは，ダビデ，ヘテロ，ユダ，ソロモン，マナセ
等の罪と比較して，自分の罪が彼らの罪に劣らず悪･しきものであることを知り，この様な結論を下
す．「それでも，自分の罪は野蛮極まる，醜悪な罪であることを知り，私は神の聖き御言に対して，
よくもまあ，ひどい非才しを行ったものだと，大い,なる羞恥と驚きを以て，判断せざるをえなかっ
た」（§192).上述の様な告白に見られる，強烈な罪悪感は，ピューリタニズムに特有のものであ
ろう．
　第三番目に，バニヤンが神の恩寵ということについてどう考えこていたか，調べてみよう．聖書に
　「罪の増し加わったところには，恵みもますます満ちあふれた」（ロマ書四章二十節）とある如く，
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人間の罪の深さを知れば知るだけ，そこに現わされた神の恩寵が大きいことを知ることが出来ると
いうことは，宗教上の，逆説的真理であろう．この思想は. Felix Culpa （幸福なる堕落）に密接
な関係をもっ教義である. Ｇｒａｃｅ　Ａｂｏｕｎｄｉｎｇは，その表題の如く，罪人の頭なるバニヤンの上に
　「神の恩寵か溢れて」いたことを証しする書である．赦されざる罪の意識から解放されたのは，牛
　リストの義によるのであったが，バニヤンがこの事を悟りえたのは，野原で『あなたの義は天にあ
　る』という句を思いいついた時であり，この時，彼は，「ただ，あの『キリストは神に立てられて
　いて，私の知恵となり，義と聖とあがないとになられたのである』という句が思い出され，この言
　葉によって，私は，もう一方の言葉も真である」（§230）と，思ったのである．このように，自分
　は極悪な罪人であるにも拘らず，キリストの義により，－切の罪が赦され，神に選ばれて神の民と
　されているという体験と確信か，彼の作品の根底にあることは間違いあるまい．
　第四の問題は，バニヤンの，聖書に対する態度の問題である．バニヤン程，聖書の引用か多く，
而も巧みに駆使できた人は少ないであろう．彼の，聖書の引用の巧みさは・Ａ ＩＲｅｌａtｉｍｉｏｆＭｙ
乱やｒiｓｏ川ｎｅｎtに見られるウィングート，フォースター，キーリング，コツブ達との論争に於て証
明されよう．バニヤンが，聖書に絶対的信頼を置くようになったのは，ギフォード師の影響によ
るものであろう．「この時また，私はギフォード師の指導を受けていたが，彼の教えは，これは神
の恩寵によるのだが，私の信仰の確立に大いに役立った」（§117)と感謝している．既に述べた様
に，バニヤンはギフォード師より聖書と聖謡により示された真理を何よりも重んじることを学び，
もっとも健全で揺ぎない良心でそれを語り主張した．しかし，バニヤンは，一足跳びに，聖書に絶
対的権威を認めたというのではな,い．
　Ｇ　ｒａｃｅ　Ａｂｏｕｎｄｉｎｇの§46では，「今や私は新しい目で聖書を調べ始め，これまでになく真剣に
読むようになった．殊に，使徒パウロの書簡は楽しく読めた」（§46）とあるが，§29の段階では．
　「私も聖書を絹くのを大きな楽しみとするようになったか，殊に，歴史書の部分か面白かった．パ
ウロの書簡やそれに類したものには親しめなかったが，それはまだ，自己の本来の人間性の堕落も
イエス・キリストか私を救ってくださることの必要性や尊さも知らなかったためである」（§29）
と告白しているように，ここに，歴史書への関心からパウロ書倒への関心へと，聖書に対する，バ
ニヤンの態度の変化が見られる．
　聖椙:しか読んだことか無かったのではないかと言われる程のバニヤンにも，聖書に対する懐疑は
つきまとっていたのである．「神とか牛リストとかいうものは，本当に存在するのかどうか，聖書
は聖く純粋な神の言葉ではなく，御伽話か，巧みな作り話にすぎないのではないか」（§96）と，
バニヤンは考えたこともあった．そんなバニヤンが，後には聖書の絶対性を確信して立つのである
が，彼の聖書解釈の成長を追ってみる．先ず，§71では，モーゼの申命記十四章を挙げて，獣の反
別及び蹄の別れに関して，霊的解釈をしているが，これは聖書の章句が多義忖を帯びていることを
知り，聖書の真実性と深さに彼が目党めたことを示している．次に，§89を見ると，バニヤンは，
説教者から雅歌四章一節の，「わか愛する者よ，見よ，あなたは美しい，見よ，あなたは美しい」
という聖句の説き明かしが五通りもあることを学んでいるか，これはバニヤンか聖書を生活の凡ゆ
る状況に結びつけて理解出来るようになったことを示している．更に，バニヤンの聖書解釈は進
み，神学的解釈の段階にまで違している．その事は，§122の三位一体論の解釈や§124のクエーカ
ー教徒の異端に対する反論の中に示されている.§122では，「主イエスが神にして人，人にして神
であるか否かを知ろうとして深く悩んだ」と言っているか，結局，黙示録五章の聖句からキリスト
の神性と人間性を理解している.§124のクェーカー教の誤謬に対する反論は，むしろバニヤンの
巾に既に屁立されている信仰を示すものであり，それは正当的キリスト教の根本問題である．即
ち，聖書は神の言であること，神の一方的な選び，キリストの十字架，キリストの復活と聖徒の復
活，キリストの再臨等である．
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　バニヤンが聖書の絶対吐を確信していたことは，試錬や苦悩からの救いを人からでなく聖書の
言葉そのものから得てい.るという事実から明らかであろう．例えば，誘惑に悩まされつづけた彼が
魂の平安を得だのは，「キリストは神に立てられて，わたしの知恵となり，義と聖とあがないとに
なられた」（コリント前書一章三十節）の聖句であり，キリヽストとの合一の信仰に達し得たの払
「わたしたちはキリストのからだの肢体なのである」（ヱペソ書五章三十節）という聖句からであっ
た．以上のように，バニヤンもまた聖書の絶対性を信じてやまないキリスト教徒の一人であった．
　最後に，第五の項目である，契約思想の問題について考えてみたい．ピューリタンの神学の特魯
が契約思想にあることを最初に解明したのはI Harvard大学のPerry Miller教授であった．彼は
ＴｈｅＮｅｔ。ＫｉｉｉｉＵｉｎｄＭｉｎｄ:Ｔｈｅ ＳｅｖeJitｅｅｎtｈＣｅｎtｕｒｙ　の中で，ピューリタンの契約神学に関し
て，「神と人間との契約は，平等ならざる者同士が正しく平等な条件の下で結ぶ契約であり，神は
人間に対し真の平和を約束し，人間は神の求め給う条件の遂行を約束するのである」(16)と，説明し
ている．一体この契約思想なるものか生れてくるるのは，旧約聖書に於ける，神とアブラハムとの
約束からである．「アブラハム九十九歳の時，主はアブラハムに現われて言われた，『わたしは全能
の神である．あなたはわたしの前に歩み，全き者であれ．わたしはあなたと契約を結び，大いにあ
なたの子孫を増すであろう.』」（創世記十七章第一節,と二節）
　このように，契約神学の特徴は，神から人問への呼びがけと，人間の神への応答との総合という
形に於て，救いか完成するところにある．即ち，神の恩寵と人間の努力との総合が信仰の実体であ
ると見る見方である．こういう観点からすると，バニヤンの信仰は，一見，契約神学的ではあり
えないように思える.　Ｇ，･ａｃｅ Ａｂｏｕi･lぶ･・Igでは，バニヤンの罪性があまりにも強調され，バニヤン
の人間的努力は救いには皆無であったかの如く，否，有害無益であったかの如く感じられる．この
摺:は，その表題の示す如く，恩施が強調されている書物である．帰かに，§130で，ルターの「ガ
ラテヤ書説解」を読んで感銘し，「いままでに見たすぺての本のうちでは（聖書を除いて）マルチ
ン・ルターのこのガラテヤ人への手紙の註解こそに瓜ついた良心にとって，何よりも良い木だと思
う」（§130)と述懐しているのを見ると，バニヤンの信仰には，カルヴィン的な神の義よりも，ル
ター的な神の恩寵がより重い比重を占めていたのかも知れない．この問題は，次の結論の部でミル
トンの信仰とバニヤンの信仰とを比較対照して明らかにしたい．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　結　　　　論
　この項のテーマに関しては，宮西光雄氏の「ヽいレトン研究」（あぽろん社, 1961年）を参考にさ
せていただいて，論を迎めて行くことをお断りじておく．ミルトンもバニヤンもどちらも十七世紀
の代表的ピューリタンであり，共に，原罪を信じ，人間の現実に於ける悪の根強さや罪の深さを痛
感している．神を恐れつつ愛し，神に服することが信仰の根本であ乙ことを悟ったのも，両者同様
であった．しかし，ミルトンをバニヤンと対比した場合にきわだたせるのは，ミルトンの宗教,laどt想
に混入している“Virtue”の問題である．この思想は，初期の作品の『コーマス』から最後の作品
の『サムソン』に到るまで共通した，ミルトンのテーマであった．『コーマス』を読むと，悪神の
誘惑に勝った婦人の美徳を聖霊が称えて，読者に徳を重ん七るように訴える，有名な件がある．「徳
を愛して下さい．徳のみが自由です．天上の音楽を奏している星よりも，高く登れる道を徳は教え
てくれるのです．もし徳の力が弱ければ，天は自ら天降って徳を助けるでしょう」(17)ミルトンの
信念によると，神のイメージは人間の理性の巾にかたどられている．人間に理性かおる限り，人間
には悪を避け善を選ぶ能力が備わっていると言う．しかも人間の意志は自由である．この点に関し
て，ミルトンは，『失楽園』の第九巻で，アダムの□を通して，「神は意志を自由にした．何故なら，
　　　　　　　　　　ジョッ●バニヤンと清教主義　　　　（大川）　　　　　　　　　27
　　　　　　　　　　　　　　　　　　-
理性に従うことか自由である，そして神は理性を正しいものとして作られたからである」(18)と，語
っている．人間を創造した神意に従って倫理的な業績を積み重ねるように努力することか，何より
も人間救済の機縁を作り，勿論，キリストには遠く及ばないけれども，それでもキリストの規範に
ならって，少しでも人間なりに倫理的な功績を作ることが，キリストに救われるきっかけとなる，
『復楽園』の第四巻の終りで，サタンの度重なる誘惑に勝利したキリストが，アダムとその子孫の
ために「より美しい楽園」を築くに到るのであるが，ミルトンは，父なる神が子なるキリストに語
るという形で，「お前は，誘惑に打ち勝ったことにより，失われた楽園を復活した」(19)と，倫理的な
功績を称えている．従って，悪人もまた往生するという考え方はミルトンにはない．恩寵が発動さ
れる前に美徳がなければならなかった．
　一方，バニヤンの信仰は完全に人間の罪悪感に基いている・Ｇｒａｃｅ　Ａｂｏｕｎｄｉｎｇの大半を占め芯
誘惑の苦しみは人間の倫理的能力への絶望を示すものに外ならない．バニヤンは，キリストの善
行，キリストの義のみが自分を救ってくれるものと信じていた．即ち.人間はキリストによって罪
の身のままで救われるのである．キリストに寄りすがる，一生懸命な信仰によって，罪の身が，そ
のままで恩寵の中に受け収られるのである．バニヤンの信仰の要点は，罪悪感に自党めた人間否定
であるが，ミルトンの場合は，人間の理性を重視する人間肯定である．バニヤンは，神と人間とを
隔絶する不連続を信じるか，ミルトンは，究極に於て人間は神に連続すると信じている．バニヤン
の信仰の特徴を示す言葉は.“Grace”であるか，ミルトンのそれは，“Virtue”であった，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Synopsis 。
　Nothing may be more　varied　and undefined than　the termヅPuritanism'. In this thesis
l define it as a kind of Protestantism into which international　Calvinism naturalized itself
in England in ａ process of conflict with Anglicailism、though　l admit my definition is a
little abstract. I begin 'tｏ consider my theme of “John Bunyan and Puritanism" on this
definition｡
　In the 1st chapteＴ、 　Ｇ､･ａｃｅ Ａｂｏｕｎｄｉｎｇ(1666)、which is the truest record of Bunyan's soul、
ａｎｄ刀､.ｅ Ｐｉ砥元ｍ’ｓ Progress (1678)、which is his greatest literary work、 are to be studied
from the viewpoints of the significance　and linking
of each work. Bunyan wrote Ｇｒど2ce
Abounding in the Puritan tradition of spiritual autobiography in･ the Siχteenth and seventeenth
centuries. His one proved to be the greatest of all. On the other hand、The l）ilgｒｈぶｓ
乃一昭､７μ、which is neχt to the Bible in reading in England、 has the confusing effect of a
literary hybrid、because　the forms　and languａｇｅ　of
religious　allegory、the early novel、
popular sermon and moral dialogue、 romance　and folk story、have　all been drawn upon.
Talking of the linking of each work、it may be inferred from the style and　character and
date and content in both works that Bunyan
translated his　autobiography into the allegory
in writing The Pilgnぶｓ　Ｐｒｏｇｌｒｅ＄ｓ.　Ｔｆｉｅ Ｐｉｌｇｒiiぶｓ Ｐｒｏｇｒｅｓｓｇｒｅｗ out oi　Ｇｒａｃｅ　Ａｂｏｔロ１ぶｎｇ｡
　In the 2nd chapter Bunyan's personal traits of faith are to be compared with the general
traits of Puritanism. The traits of Puritanism are said to be : (1) Predestination、(2) The
Depravity of Ｍａｎ、 (3)The irresistable Grace of Ｇｏｄ、(4) The Authority of the Bible、 (5)Ｔｈｅ
Covenant Theology. We can no doubt find
these four traits ｉｎ.　ＧｒａｃｅＡｂｏｕｎｄｉｎｅ.　But ｌ am
doubtful of the last point of Puritanism｡
　In the
final chapter I survey the
particularity of Bunyan's Puritanism in comparison with
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that of John Milton、 his contemporary puritan. In Milton‘virtue!is emphasized for man's
salvation. The Covenat idea can be found in him. On the contrary、God's‘grace! is so
much emphasized　in Bunyan that any human effortiｓ″meaningless　forsalvation. Then ｌ
have come to the conclusion that Bunyan is more　Lutheran in faith while Milton is more
Calvinistic.
　〔註〕
(1)大木英夫　｢ピューリタニズムの倫」里思想J　p. 59.
(2)Ｇｒａｃｅ Ａｂｏｕｎｄｉｎｇtｏ ｔ/ie　Ｃｈｉｅｆｏｆ Ｓｉｎｎｅｒｓed. by Roger Sharrock (Oxford, 1962), p. 3.
(3) Ibid･ ・ pp- 3-4.　　　　　　　　｡ヶ
(4) Roger Sharrock, ゐ臨召z吃van (New York, 1968), p. 61.
(5) Ibid., p. 65.
(6) Arnold Ｋｅｔｔle.　ＡｎＩｎｔｒｏｄｕｃtｉｏｎ　tｏ　the　ＥｎｇｌｉｓｈＮｏＴ>eI; Vol. 1 (London, 1961), pp. 30-31.
(7) Ian Ｗａｔt，　ＴｈｅＲｉｓｅｏｆ tｈｅＮｏ-ｕel(Ｌｏｎｄｏｎ,　W61)の第一章“Realism and the Novel Form" を
　要約｡　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｡
(8) Roger Sharrock,Ｊｏｈｎ Bmtｖａｎ:Ｔｈｅ Ｐｉりｐ･iin'　ｓ･ｐ.･ｏｇｒｅｓｓ(London, 1966), p. 11.
(9) Ibid. , p. 10.
ttO) The Pilgｒi?ｓ　1）,-。ｇ,･。ss ed. l^y James Blanton VVharey, rev. by Roger Sharrock (Oxford, 1960)。
　p● 7.　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　'‘　l
聞　Roger Sharrocｋ， ＪｏｈｎＢｕｎ　ｖａｎ: Ｔｈｅ Ｐｉｌｇｒ･i?ｓＰｒｏｇｒｅｓｓ(London, 1966), p. 22.
(１３　Roger Sharroｃｋ, ＪｏｈｎＢｕｎｎａｎ(Ｎｅｗ Yok, 1968), p. 54.
03)　The Pilgｒｈぶｓ Ｐｒｏｇｒｅｓｓ　ed. by James Blanton VVharey, rev. by. Roger Sharrock; p. 143.
闘　Herbert J. C. Grierson.･Ｃｒｏｓｓ Ｃ。･ｒｅｎtｓ ill Engliｓh Ule･ｒａ£tｉｒｅ　ｃが臨ｅ Ｓｅ・ｅｎtｅｅｎtｈＣｅｉｉtｕり
　　(Penguin Books, 1966), p. 189.　　　　　　　　　∧
05) VVillam Ｈａχχler,ＴｈｅＲｉｓｅ　ｃが’Ｐｕｒiはniｓｍ(Harper Torch books. 1957), p. 90.
旧　Perry M:迅ｅｒ，　Ｔ/ｉｅＮｃtｕ ＥｎｇｌａｎｄＭｉｎｄこＴｈｅ ＳｅｖｅｎtｅｅボｈＣｅｎtｕり(Beacon Paperback, 1961)。
　p. 376.
(ａ 　Miltｏｎ : 戸。etical W.。rks ed. by Douglas Bush (London, 1966), p. 139. Comus 11. 1019-1023.
㈲　Ibid., p. 379.Ｐａｒａｄｉｓｅ ＬｏｓtBk. Iχ 11. 351-352.　　　　　　　　　　　　　　，
旧　Ibid., p. 511.Ｐａｒａｄｉｓｅ ＲｅｅａｉれｅｄBk. IV 11. 607-609.
(昭和47年９月１日受理)
